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SIG-KST-2011-03-04(2011-03-09)より抜粋・一部追記

内容

１．はじめに

文書管理体制とその問題点２．文書管理体制とその問題点

３．提案システムの概要３．提案システムの概要

４．文書検索オントロジーの概要

書 概５．文書チャンクの概要

６ 今後の予定６．今後の予定

１．始めに

知識の伝承

方法 Tool（知識伝承の教科書）

文書（電 紙）人 → 人 ＝文書（電子、紙）

２．文書管理体制とその問題点

文書は、企業経営・組織の形態や社会環境
変化に伴 て その管理方法が変わること変化に伴って、その管理方法が変わること
がある。

文書の同一方法での永続管理は、文書の同 方法での永続管理は、

非常に困難。

２．文書管理体制とその問題点

文書作成の容易化に伴う、文書の量増加。

組織改編、他社との経営統合などによる

文書管理体系の変化。文書管理体系の変化。

文書内容の細分化→文書管理番号の細分文書内容の細分化→文書管理番号の細分
化→ 管理の困難性増加。

３．企業組織の変化
Organization of Hyper Text TypeOrganization of Hyper Text Type 

Project Team

所属原隊

図3: 文書作成のフロー

人工知能学会第2種研究会資料 
SIG-KST-2011-01-03 (2011/07/13)

1 * 本資料の著作権は著者に帰属します



３．提案システムの概要

①あるドメイン（企業、組織）における、

大量の文書に対する検索容易化。

検索者の思いを機械化する。

検索オントロジーの構築

３．提案システムの概要

②あるドメイン（企業、組織）における、

大量の文書のクラス分け
結果（文書）を、

推奨→機械

細分化が過ぎると、管理が困難。
選別→人

ISO９００１に規定した管理体系＋

文書の意味チ ンクによる分類文書の意味チャンクによる分類

４ 提案システムの概要４．提案システムの概要

４－１

４ 提案システムの概要４．提案システムの概要 ４－２

検索者の“思い”を表現した選択肢
（アンケート結果による）

Single D Search Multi D Search Semantic Search

４ 提案システムの概要４．提案システムの概要
４－３

検索オントロジーの
概要（別図）概要（別図）
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４ 提案システムの概要４．提案システムの概要
４－４

文書検索とチャンクの概要（別図）

５ 今後の予定５．今後の予定

①検索オントロジーの下位概念を構築する。

・製品、機種名、部品名、「材料名」

②文書のチャンクを実行する。

・ネックは文字数の少ない文書 助詞のない・ネックは文字数の少ない文書、助詞のない
文書、画像データ等の処理方法。

③全文検索との比較（有用性の確認）

以上
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Search 

Document 
Search 

Mult -
Documents

Single-
Document Key 

Numbering 
Table

Meeting 
・・・・・・・

Terminology

Document 
Search 

検索者の”思い”

上位概念

Table

Instance

Meeting 
・・・・・・・

Index Of

Marketing R&D
・・・・・・・

IT SystemManagement

Meeting  Name

Department
Terminology

Product

Table of  the 

IT System

Development Improvement

Management

Chainsaw

Product

・・・・・・・

・・・・・・・

Assy Parts Primaly

Product Name
Chainsaw、チェンソ、 チェーンソ、チェーンソー

Model Name
GZ4500 G2000 etc

Instance Terminology

Bar Chain , Clearner, Top handle, Rear 
Handle,・・・

, Engine‐
Cylinder

Instance Terminology

Model Name
GZ4500、G2000、etc.

BOM 

DATA BASE

, Engine‐
Cylinder

‐Piston・・・

DATA BASE
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2011年5月18日、現在

ハスクバーナ・ゼノア株式会社

開発センタ 企画管理G
文書管理の模式図

※文書＝各々が作成した技術資料(管理文書、非管理文書を含む)

文書検索とチャンク（イメージ)図

緑線による文字、線、矢印の表記について、今後の管理文書の流れのイメージです。

a

文書チャンク

b c

c"i j

a

技術資料

2009年
管理文書

非管理文書

c'

efd

b‐1 b‐3

技術資料

2008年

非管理文書

技術資料

2007年

非管理文書

技術資

料2010
年2010年

管理文書 非管理文書

TNA

TNH

TNY

TNG

TNJ

TNW

2009年 2008年

文書台

帳
採番用台帳 【１】台帳検索用台

帳
【2】Combi検索用台帳

（K:）

P/C（共用サーバー）

文書

１．作成の文書

(元データ)の出

来上がり。

２．文書番号の採番。

a

チェンソー

非管理文書 非管理文書 非管理文書

2009年 2008年

2007年 2006年

番号なし文書

チ ンソ

Parts １

Assy

リンク先の選択

'元データ' と 'SCANデータ' どちらを開きますか？

SCANデータを開く（Ｓ）元データを開く（Ｍ） 閉じる（Ｃ）

ＯＲ

a・・・TNx20xxXxx01 〇○資料
b・・・TNx20xxXxx02 ××資料
c・・・TNx20xxXxx03 △△資料
i・・・TNx20xxXxx04 *****資料
c"・・・TNx20xxXxx05 ABCD資料
j・・・TNx20xxXxx05 ABCD資料

Excel文書台帳からリンクで文書の '元データ' と 'SCANデータ' を開ける検索システム。【１】 文書台帳検索 ～image～

ハイパーリンク付けされている。

ハイパーリンクが組まれたExcel台帳。
①

②

③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

aa
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b・・・TNx20xxXxx01 A評価会資

料ｲ・・・TNx20xxXxx02 DR資料
ﾛ・・・TNx20xxXxx03 BC'資料
ﾊ・・・TNx20xxXxx04 B資料
ﾆ・・・TNx20xxXxx05 A'資料ﾎ・・・TNx20xxXxx05 品確結果

資料

・・・b‐1
・・・b‐2
・・・b‐3

・・・b‐4

b・・・TNx20xxXxx01 A評価会資料(表紙)

b‐1 b‐2 b‐3

b‐4

ハイパーリンク付けされている。

ハイパーリンクが組まれたExcel台帳。

Comb文書台帳からリンクで関連する全ての文書の '元データ' と 'SCANデータ' を開ける検索システム。【２】Comb文書検索 ～image～

・リンク先は、Kドライブ。

・作成の文書（Excelの元データ）に辿り着く。

・編集をして｢名前を付けて保存｣は可だが、

「上書保存」は不可。

（１

）

（２）

リンク先の選択

'元データ' と 'SCANデータ' どちらを開きますか？

SCANデータを開く（Ｓ）元データを開く（Ｍ） 閉じる（Ｃ）

ＯＲ

b‐1 b‐2 b‐3 b‐4

・リンク先は、ArcSuite。
・所長又はPM/G長の承認済み正式原

紙のSCAN（PDF）データに辿り着く。

・閲覧、印刷のみに対応。

ハイパーリンク付けされている。
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